
令和7年度自己点検自己評価（令和7年4月1日～令和8年3月31日）による

評　価
優れている…3
適切…2
改善が必要…1

1　教育理念・
目的・育成人
材像

1-2
学校の特色は何か

運営目標の「４つの信頼」と3つの教育（教育
理念）をベースに、育成人材目標の達成のた
め、独自の教育システム（PIBAP）を実践し、
学生個人の自主性強化のためPOES教育シ
ステムを導入し、社会に貢献し各業界のニー
ズに即した人材育成を行っている。

本校独自のPIBAP教育システムをベースに
作成されるカリキュラムに、キャリア教育の視
点に立った内容を加え、さらなる職業人教育
の質を高めていく。

2.7

2　学校運営

2-9
情報システム化等
による業務の効率
化が図られている
か

業務の効率化を図るため、全教職員が
Garoon、Teamsなどを活用し、教職員間、
学生間で円滑に連携が取れている。
また学内にDX委員会を設け、学科ごとの取
り組みを共有、水平展開を行っている。教職
員全体のDX研修も定期的に実施し、スキル
の向上を図っている。

教職員、学生間の連携はスムーズになってき
たが、近年は保護者との連携も非常に重要と
なってきている。しかしながら年々共働きや
ひとり親世帯が多く、夜遅い時間しか連絡が
繋がらないことが課題となっている。令和8
年度より保護者への連絡ツールとしてLINE
スクール連絡帳を導入。保護者とのさらなる
連携強化を図る。

2.7

3　教育活動

3-10　各学科の
教育目標、育成人
材像は、その学科
に対応する業界の
人材ニーズに向け
て正しく方向付け
られているか

知識・技術面においてのみならず、人間性も
含めた業界のニーズに対しては、教育課程編
成委員会での意見や講師会議でのすり合わ
せにより、具体案が明確となり、指導方法に
も工夫ができている。またキャリアセンターを
中心に行っている業界ガイダンスや業界訪問
を通じても多くのご意見をいただき教育に反
映することができている。

業界の求める人物像という点においては、
キャリア教育（求められる社会人像）において
指導の工夫が必要である。1年次から業界と
関わる機会を積極的に作ることや、業界アン
ケートなども定期的におこない、時代のニー
ズに合わせた教育を目指す。

2.8

4　教育成果

4-19　就職率(卒
業者就職率・求職
者就職率・専門就
職率)の向上が図
られているか

国家資格養成校であるため、国家試験の合格
が専門職就職に直結する。具体的な取り組み
については、キャリアセンターと教務が連携
し、就職情報を求人サイトで連絡、面談を通じ
個々の要望に応じた求人の紹介、履歴書添
削、就活メイク、面接指導、就職説明会などを
開催し、幅広い選択肢から自分に合った場所
を見つけられるようサポートしている。

歯科技工士学科、鍼灸師学科、柔道整復師学
科については、質の良い就職先の確保が課題
となる。また、毎年本校の卒業生を採用した
いと思われる状況をつくっていきたい。救急
救命士学科については継続して地方公務員
採用試験に合格しうる教育体制を創っていく
と同時に病院を含めた民間就職の拡充も目
指していく。今後は業界から求められる人財
の輩出はもちろん、職場とのマッチング、離職
率もより注視した対応を目指していく。 2.9

5　学生支援

5-26
学生の健康管理を
担う組織体制はあ
るか

定期的な健康診断を行っているだけでなく、
再診の促しやその後のフォロー、自己管理の
教育を行っている。再診率は7年連続100％
を達成できた。また附属整骨院や鍼灸院など
もあり、学生健康相談や施術を行い、充実し
ている。

今後も再診率100％を目指して取り組んで
いかなければならない。

2.9

【歯科技工士学科】
・すばらしい理念だと思います。
・多様化する社会や学生に対して柔軟に対応されていることを
評価します。

【救急救命士学科】
・学生に対して自主性を高め、主体的に動ける人材育成をされて
います。

【鍼灸師学科】
・教育システムとしてPIBAP採用による評価の変化があれば、
教えていただきたいです。
・入学時、経営者から御校の学生は即戦力だと聞きました。
引き続き実績を作ってください。

【柔道整復師学科】
・ニーズに即した人材育成ができています。
・入学希望者の多さにもみられるように優れていると思います。
・学生時代からPIBAPに基づいての教育や3つのポリシーを大
事にしているからこそ、様々な企業からの評価が高いと思いま
す。

【大学】
・教員の勤務時間との兼ね合いもあり、簡単ではないですね。
・対面が必要なケースの見極めが重要です。

【歯科技工士学科】
・効率化のため、ＡＩを導入する姿勢はとても良いと思います。
・時代のニーズにあわせてDX化進めているので、保護者からも
評価されていると思います。

【救急救命士学科】
・DX委員会の設置は非常に適切であると考えます。
・卒後の業務においても、DXの活用は多数あるので、学生の内
からITスキルを習得することは重要だと考えます。引き続き取
り組みをお願いします。
・積極的にDX化に取り組まれています。保護者との三者面談も
リモート化されると良いですね。

【鍼灸師学科】
・時間のない働く親世代にとっても手軽にチェック可能なLINE
導入は助かる手段だと思います。
・疑問点など学生が教職員と連絡が取りやすいのは良い環境だ
と思います。グループでの連絡マナーの学習にも繋がると思い
ます。

【柔道整復師学科】
・教職員のスキルが向上されていると思います。
・学生への資料共有、連絡等に役立っていると思います。タブ
レット導入は、必要性は高いが、授業中に違う使い方をしている
ことがあったり課題はあると思います。
・現代の学生だからこそ、教職員と保護者との連携は必須です。
中途退学者の減少にも繋がると思います。

【歯科技工士学科】
一般企業では、再受診率は低いと聞きます。
とてもすばらしい結果だと思います。

【救急救命士学科】
・しっかり取り組まれています。

【鍼灸師学科】
・医療に携わる者として本人の健康は必須ですし、安心して学業
に打ちこめる環境で良いと思います。

【柔道整復師学科】
・医療人として健康維持は大切なことです。
・医療人を目指すものとして、健康状態を把握しておくことは重
要です。

【歯科技工士学科】
・前進させている事がすばらしいです。
・業界との連携、会社見学体験、講師との繋がりなど評価する点
が多いです。

【救急救命士学科】
・4年制大学でも資格は取得できますが、専門学校のメリットは
専門分野を深く学べることだと思います
重点目標にある通り、業界のニーズを先取りし、即戦力となれる
ような教育活動を引き続きお願いします。
・ニーズに応じたキャリア教育がされています。

【鍼灸師学科】
・イメージのつきにくい「仕事」を理解するためにも早い時期に外
部企業に触れるのは良いですね。
・美容やトレーナーなど、細かな分野に触れる機会が多いためと
ても良いと思います。

【柔道整復師学科】
・業界のニーズは昔と大きく変化しており、。必要性が高いと思
います。
・1年生の内から、目指している職業の強みを理解してもらうこ
とがすごく良いと思いました。モチベーションアップに繋がると
思います。

【歯科技工士学科】
・幅広いスキルを学べるのはとても良いです。
・合格率が高い水準で維持されているのが評価に値します。

【救急救命士学科】
・国家試験の合格率の高さは大変すばらしい思います。消防にお
ける離職（早い年数）は、職場環境とのミスマッチングがあると思
うので、卒業生を積極的に活用し、各々の消防本部の特色を学
生が知る機会を増やしていただきたいです。
・1年次からしっかりと意識付けされていて、国家試験の合格率
の高さに繋がっていると思います。

【鍼灸師学科】
・高い合格率は入学時からのサポートの賜物と云えますね。
・大手からの募集も多く、企業から信頼されている学校だと思い
ます。学生個人のパーソナリティをよく見ていることも特徴で
す。

【柔道整復師学科】
・就職先の取り組みに対して評価に値します。
・昔と違い、学生時代に現場を知ることは少なくなっているので
非常に必要性の高いことだと思います。

東洋医療専門学校　学校関係者評価委員会　会議資料①
【令和8年7月12日　実施】

項目 点検項目 自己点検 重点目標 学校関係者評価委員よりの御意見

評価委員
(小早川　真一、船木　昭治、大池　信也、前田　博規、能登路　賀一、中川　陽介、甲斐　久雄
 廣橋　久美子、藤村　清志、車野　徹則、與那嶺　天音、金釘　直幸）
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6　教育環境

6-33
防災に対する体制
は整備されている
か

例年、年2回の防災訓練、教職員の救命講習
など定期的に実施しており、設備としても各
階にAEDを設置するなどしている。4年前か
ら外部機関協力の下、責任者不在で災害が起
こっても、どのような教職員でもこのカード
を見れば必要なことがわかる本校オリジナル
となる『アクションカード』を作成し、それを用
いた防災訓練を実施している。昨年度はその
アクションカードを用いた防災訓練に加え、淀
川警察ご協力の下、不審者対応やさすまたを
用いた防犯訓練も実施した。

今後もアクションカードを用いて、さまざまな
想定をした防災訓練を実施していく。また救
命講習についてもスキルを落とさないよう
に、3年に一度の更新講習を行っていく。さら
に今後は天災だけでなく人災を防ぐためにも
防犯訓練およびセキュリティ強化にも力を入
れていく。

2.7

7　学生の募
集と受け入れ

7-34
学生募集活動は、
適正に行われてい
るか

大阪府専修学校各種学校連合会の規定に基
づき、適正に行っている。広告倫理委員会・個
人情報保護委員会などを設置し管理してい
る。適性を判断するための判定会議が設置さ
れている。

学力レベルの低下に対する合格決定後の指
導の充実はもとより、入学前における職業へ
の理解や意思の確認、モチベーションの持続
に努力しなければならない。入学した学生が
留年、退学することのないよう、学業支援だ
けでなくキャリア教育にもさらに力を入れて
取り組んでいく。

2.9

8　財務

8-38
中長期的に学校の
財務基盤は安定し
ているといえるか

学校全体の財務状況は健全であるといえる。
また収支計画書に沿った運営が出来ている。
昨年度学校定員である300名を達成するこ
とができた。今年度も学生募集の早期化、入
学前教育の充実化を図り、目標達成に向けて
取り組んでいく。

引き続き学生募集の成功および中途退学者
の減少を目標とし、社会のニーズ、入学希望
者のニーズを捉えた学科、学校運営を目指し
ていく。

2.9

9　法令等の
遵守

9-43
個人情報に関し、
その保護のための
対策がとられてい
るか

個人情報保護法に基づき、厳重な管理体制と
なっている。学校内で個人情報保護規定を定
め個人情報保護委員会が中心となり運用して
いる。オリエンテーションにおいて学生にも個
人情報保護の教育を実施している。
また昨年度から滋慶学園グループで情報セ
キュリティ問題を専門に扱う滋慶CSIRTが
設立され、個人情報レベルの具体的な設定、
管理報告体制の強化がなされた。

学校は個人情報の集積であるとも言える。教
職員や講師、学生において更なる理解が必要
である。教職員全員が個人情報の知識向上の
ため「認定CPAアカデミック（個人情報取扱
従事者）資格」を取得。

2.9

10　社会貢献

10-46
学校の教育資源や
施設を活用した社
会貢献を行ってい
るか

学校の教育資源を活用した教育機関や企業、
業界との連携は重要であると考え取り組みを
行っている。
学校全体の取り組みとしては淀川区との連携
協定により、認知症サポーター養成講座を教
職員、学生が受講。その知識を生かし、地域の
65才以上の方を対象とした東洋ちーむオレ
ンジを開催。年に3回開催しており、平均10
～15名が参加される満足度の高い催しと
なっている。
また献血活動においては5月10月の2日間
実施し、合わせて148名の方々に協力いただ
いた。

専門教育のみならず、目指す業界の動きや情
報を得ることは重要である。今後も企業や業
界との連携を強化していきたい。
滋慶学園グループが大阪市淀川区と連携協
定を結んだことを契機に、今後も東洋ちーむ
オレンジを通じて地域との交流を学校全体で
取り組み、教育の内容（臨床実習の模擬患者
役など）にも生かしていく。今後は定期的な地
域の清掃活動にも力を入れていきたい。

2.9

11　国際交流

11-48
グローバル人材の
育成に向けた国際
交流などの取り組
みを行っているか

従来は各学科の専門性を考慮した海外研修
が行われていたが、コロナ以降、価格帯や世
界情勢の影響で実施できておらずオンライン
での研修や海外講師を招聘し特別講演会な
どを実施してきた。昨年は鍼灸師学科、柔道
整復師学科合同で長年姉妹校として提携して
いる中国の浙江中医薬大学を訪問。満足度の
高い内容となった。

現状で実施できる各学科海外研修の更なる
充実に向けたイノベーションが重要。これまで
の取組みにこだわらず、渡航しやすい国など
を検討し、学生にとって有益なプラグラムを
構築していく。

2.4

【救急救命士学科】
・DX化の推進と共に情報の保護との両立が難しくなっていると
思います。

【鍼灸師学科】
・業界的にまだこの分野のリテラシーが低いのが現状です。他業
種への就職の際にも必要な知識となるため更なる強化を求めま
す。
・SNSに関する個人情報の取り扱いは、引き続き学生にも伝え
ていただきたい内容です。

【柔道整復師学科】
・個人情報については今後より重要になってくると思います。
・学生さんが安心できる学校作りに尽力されていて、すばらしい
と思います。
・AIが普及してきている今、個人情報漏洩による詐欺などの事
案も発生している為、より強固にしていくことが重要です。

【歯科技工士学科】
地域との連携、学校の特色にあわせた活動をされていると思う
います。これからも継続していってください。

【救急救命士学科】
・認知症サポーター講習から実活動に繋げているのが良いと思
います。
・学生時代から社会貢献の経験を持つことは、卒後の業務におい
ても非常に有益な取り組みだと考えます。
・すばらしい取り組みだと思います。継続して取り組んでくださ
い。

【鍼灸師学科】
・医療人としての意識を高める為の良い活動だと思います。
・地域との関わりが開業後に役立つことが多いので、機会を増や
していただきたいです。

【柔道整復師学科】
・学生の社会貢献についても評価できます。
・将来、地域医療にかかわる仕事につく人も多いので、練習にな
ると思います。
・学生の内からボランティア精神を育てることが社会に出た時に
すごく役立つと思います。
【歯科技工士学科】
世界情勢が不安定な中、出来る範囲で活動されていると思いま
す。

【鍼灸師学科】
・通常の大学生活のような旅行も難しいので、学生にとっては海
外に触れる良い機会だと思います。
・国際交流した方が良いのか、メリットも含め見極めたいところ
です。

【柔道整復師学科】
・将来的に世界で活躍する卒業生も多く輩出できそうですね。
・海外との交流で、学生の視野が広がりそうだと感じました。

【大学】
不審者対策が今後ますます重要となります。

【歯科技工士学科】
・向上させようとする意識があるものは良いことですが
　入口のセキュリティー強化はもう少し取り組みが必要です。
・不審者対策として迅速にセキュリティーカードを導入されたの
で高く評価します。

【救急救命士学科】
・防災訓練だけではなく、防犯訓練を実施されていることで学
生、教職員等の安心安全に繋がる良い取り組みだと思います。
・防災対策についても十分に取り組まれています。学生にも参加
していただけたら社会に出た時に役立つと思います。

【鍼灸師学科】
・学生、教職員の安全の確保や学校以外の場所でも役立つ訓練
だと思います。
・アクションカードなどとっさに役立つ取り組みが良いです。外部
から講師を招くので、初心者でも対応しやすく、何よりです。

【柔道整復師学科】
・防災に対する体制やセキュリティ強化への取り組みは評価でき
ます。
・非常勤講師も含めて実施するのはいかがでしょうか。
・南海トラフ地震がいつきてもおかしくないといわれている今、
防災訓練を通して危機感をうえつけることが大事だと思いまし
た。

【大学】
文系、理系学生の比率はどのくらいでしょうか。

【歯科技工士学科】
・定員を満たせるように深く考える必要があると思います。
・早い時期からの学生募集は評価に値します。

【救急救命士学科】
・真田先生の講義を受け、学生の現状と就職してからの新入職者
が同じだと感じました。学生時代に業界の実情を知ることでモチ
ベーションの向上に繋がると思います。重点目標の通りの取り組
みはされていると思います。
・募集の早期化に対して、十分に対策出来ています。入学前教育
は重要だと思います。

【鍼灸師学科】
・学生自身のキャリアイメージを作る上でも早い段階でのアプ
ローチは良い取り組みと考えます。
・学力が低い学生も国家試験に合格していました。
カリキュラムや対応がすばらしいと思います。

【柔道整復師学科】
・学生の募集活動に対する取り組みがすばらしいです。
・他校と比べ、学生集客に対して非常に努力されていると思いま
す。
・様々な対策を練り、学生を受け入れ、成功させることができて
いると感じます。

【大学】
大学も学生募集が前倒しの傾向です。
学費への意識が変化しているのが現状です。

【歯科技工士学科】
・とてもすばらしい取り組みだと思います。
・少子化、大学に進路を決める学生が多い時代に安定した学生
募集をされていると感じます。

【鍼灸師学科】
・全ての取り組みは財政が安定してこそだと思います。
・コロナの影響を最小限に止め、入学者数を維持しているのには
感心します。

【柔道整復師学科】
・学生の集客が上手だと思います。今まで2名紹介した実績があ
り、安心して紹介できます。
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